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1

x ＝ √7 ＋√3
2 ，y ＝ √7 －√3

2 のとき，x2＋y2 ＝ 5  であり，x4＋x2y2＋y4 ＝ 24  である。

2
方程式｜x＋3｜＝ 4の解は x ＝ 1，−7  であり，不等式 √x2−4x＋4 ≧−3xの解は x ≧−1  である。

3
α≪ 2 ≪βとなるような m の値の範囲は 2  ≪m≪ 5  である。

4
２次関数 y ＝αx2＋αx－2 のグラフが点（1，0）を通るとき，この２次関数の最小値は 9

4－  である。

２次関数 y ＝αx2＋αx－2 のグラフが x 軸に接するとき，α＝ － 8  となる。

5
辺 BC の長さは √13  であり，線分 AD の長さは 12 √3

7  である。

6
αの値の範囲は 0  ≪α≪ 4  である。

7
奇数は 2240  個あり，5 の倍数は 952  個ある。

8
この多面体の頂点の個数は 12  個，辺の個数は 24  個である。

9
4n＋6 と 7n+3 の最大公約数が 15 となる n は，全部で 3  個あり，そのうち最小の n は 36  である。

�
p ＝  － 10  ，q ＝ 8  である。

�
関数 y ＝－ sinx

√2 ＋ cosx
√2（0 ≦ x ≦π）は x ＝  0  で最大値

＊ １
√2 をとる。（＊の解答は， √2

2 も可とする）

�
x ＝ logα10

2 のとき，αx＝ √10  となる。方程式αx＝ √3 の解が x ＝log 2 3 であるとき，αの値は √2  となる。
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